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SU
MMARY

世
界
標
準
の
工
科
系
人
材
を

養
成
す
る
国
立
大
学

世
界
的
な
歴
史
文
化
都
市
・
京
都
に
位
置
し
、

最
先
端
の
教
育
・
研
究
を
展
開
す
る
工
科

系
国
立
大
学
で
あ
る
京
都
工
芸
繊
維
大
学
。

同
大
学
が
掲
げ
る
理
念
が
、「
京
都
思
考
（K

Y
O
T
O
 

T
hinking

）」
で
す
。

　
「
京
都
の
文
化
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
技
術
・
品
質

を
備
え
る
匠
の
も
の
づ
く
り
と
信
頼
関
係
に
よ
り
培
わ

れ
て
き
た
一
方
で
、
明
治
以
降
も
島
津
製
作
所
や
村
田

製
作
所
、
京
セ
ラ
な
ど
世
界
的
企
業
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
革
新
的
な
挑
戦
を
続
け
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
き
た
精
神
を
私
た
ち
は
『
京

都
思
考
』
と
名
付
け
、
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
て

い
ま
す
」
と
、
吉
本
昌
広
学
長
は
語
り
ま
す
。

　
「
学
問
分
野
も
応
用
生
物
学
域
か
ら
物
質
・
材
料
科

学
域
、
設
計
工
学
域
、
デ
ザ
イ
ン
科
学
域
、
繊
維
学
域
、

基
盤
教
育
学
域
ま
で
幅
広
く
、
社
会
実
装
を
見
据
え
た

人
材
育
成
を
推
進
。
な
か
で
も
特
徴
の
一
つ
が
建
築
・

デ
ザ
イ
ン
分
野
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ
た
社
会
課
題
の

解
決
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
創
設
以
来
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
で
は
、
ケ
ミ
ス
ト

リ
ー
か
ら
電
子
材
料
、
機
械
材
料
、
繊
維
材
料
ま
で
分

野
横
断
的
な
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
」（
吉
本
学
長
）

　

研
究
面
で
も
高
い
評
価
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。
機
械

工
学
系
の
高
木
知
弘
教
授
ら
に
よ
る
「
金
属
材
料
の
組

織
予
測
に
関
す
る
研
究
」
と
、
同
・
山
川
勝
史
教
授
ら

に
よ
る
「
富
岳
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
飛
沫
感
染

理
解
と
拡
大
防
止
へ
の
貢
献
」、
さ
ら
に
、
電
気
電
子
工

学
系
の
西
中
浩
之
教
授
ら
に
よ
る
「
低
環
境
負
荷
の
次

世
代
成
膜
技
術
ミ
ス
ト
Ｃ
Ｖ
Ｄ
法
の
研
究
」
は
「
科
学

技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
国
家
主
導
の
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究
開
発
事
業

で
は
、
電
気
電
子
工
学
系
の
小
林
和
淑
教
授
が
量
子
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
実
用
化
の

を
握
る
半
導
体
回
路
設
計

を
推
進
。
繊
維
学
系
の
谷
口
育
雄
教
授
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

分
離
膜
研
究
な
ど
、
世
界
最
先
端
の
研
究
を
担
う
教
員

が
数
多
く
活
躍
し
て
い
ま
す
」
と
吉
本
学
長
。
工
学
分

野
で
は
教
員
と
学
生
が
協
働
し
て
研
究
す
る
た
め
、
教

員
の
研
究
力
が
教
育
の
充
実
に
結
び
つ
き
、
世
界
標
準

の
工
科
系
人
材
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

独
自
の
「
３
×
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
を
育
成

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
学
び
に
向
か
い
、

専
門
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
く
た
め
に
構

築
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
３
×
３
（
ス

リ
ー
・
バ
イ
・
ス
リ
ー
）」
で
す
。
こ
れ
は
、「
学
士
４

年
―
修
士
２
年
―
博
士
３
年
」
の
学
年
構
造
を
「
学
士

３
年
―
修
士
３
年
―
博
士
３
年
」
に
実
質
的
に
変
更
し

た
独
自
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ス
テ
ム
で
、
学
部
か
ら

博
士
前
期
課
程
ま
で
の
６
年
間
を
一
体
と
し
て
捉
え
、

そ
の
後
の
博
士
後
期
課
程
の
３
年
間
を
見
据
え
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
部
か
ら
大
学
院
へ
の

進
学
率
が
70
％
を
超
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
、

シ
ー
ム
レ
ス
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
「
本
学
で
は
専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
基
盤
と
し

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
現
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
け
る
人
材
を
『
Ｔ
Ｅ
Ｃ

Ｈ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
』
と
定
義
し
、
専
門
力
は
も
ち
ろ

ん
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
外
国
語
運
用
能
力
、
個
の
確

立
の
修
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
吉
本
学
長
）

　

こ
の
う
ち
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
で
は
教
養
教
育

を
刷
新
し
、
実
践
教
養
科
目
を
充
実
。
課
題
解
決
型
学

習
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
を
通
じ
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
成
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
科
目
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
語
運
用
能
力
の
養
成
で
は
、「
英
語
鍛
え
上
げ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
文
部
科
学
省
か
ら
好
事
例
と
し
て
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
交
換
留
学
制
度
で
は
70
校
以
上
の
海

外
大
学
か
ら
留
学
先
を
選
択
で
き
る
ほ
か
、
海
外
の
研

究
機
関
や
企
業
で
実
践
的
な
研
究
活
動
に
従
事
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
海
外
大
学
と
の
ジ
ョ

イ
ン
ト
・
デ
ィ
グ
リ
ー
／
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
３
×
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
生
ま
れ
た
時

間
的
な
ゆ
と
り
を
活
用
し
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

や
海
外
留
学
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、
多
様
な
課
題
に
対

応
で
き
る
主
体
的
な
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
シ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

異
分
野
融
合
を
推
進

デ
ザ
イ
ン
と
建
築
を
柱
と
す
る
領
域
横
断
型

の
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
は
、K

Y
O
T
O
 

D
esign Lab

﹇D
-lab

﹈
が
あ
り
、
多

彩
な
専
門
性
が
交
差
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
先
導
的
な
教
育
改

革
の
進
む
同
大
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
が
「
デ
ザ
イ
ン

シ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
異
分
野
融
合
の
教
育
研
究
」
で
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
（
博
士
前
期
課
程
）
で
は
、
世
界

屈
指
の
芸
術
系
大
学
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
芸
術
大
学
（
Ｕ

Ａ
Ｌ
）
と
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

「G
lobal C

ollaborative D
esign P

ractice

（
Ｇ
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
芸
術
系
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
工
学
系
教
育
研
究

が
融
合
し
た
新
し
い
実
践
的
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
異
な
る
文
化
的
背
景
や
観
点
を

持
つ
仲
間
と
の
交
流
や
対
話
を
と
お
し
て
多
様
性
を
理

解
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
分
野
と
の
学
際
的
な
結
び
つ

き
を
志
向
し
な
が
ら
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手

法
を
と
お
し
て
実
践
を
重
ね
て
い
く
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

な
デ
ザ
イ
ン
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
質
的
に
修
士
３
年
間
を
確
保
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
よ
り
、
異
分
野
融
合
・
産
学
連
携
に
よ
る

科
目
を
多
数
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
は
異
分
野
の
技
術
者

同
士
の
相
互
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
、
大
学
院
で
異
な
る
分
野
の
学
生
同
士
が
一
緒

に
学
べ
る
専
攻
共
通
科
目
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

大
学
で
学
ん
だ
ス
キ
ル
の
価
値
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
、
企
業
で
活
躍
す
る
講
師
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
る
実
践
的
な
授
業
や
、
電
子
、

機
械
、
化
学
、
繊
維
な
ど
多
分
野
に
わ
た
っ
て
広
く
先

端
材
料
科
学
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

（
吉
本
学
長
）。高

い
就
職
実
績
と

広
が
る
活
躍
の
舞
台

産
業
界
に
お
け
る
同
大
学
卒
業
生
の
評
価
は

高
く
、
就
職
希
望
者
の
95
％
以
上
が
製
造

業
を
は
じ
め
建
設
、
情
報
通
信
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
博
士
後
期
課
程
修
了
者

も
、
国
内
外
の
研
究
機
関
や
企
業
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
京
都
思
考
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
自

ら
起
業
の
世
界
に
挑
む
学
生
も
い
ま
す
。
日
本
を
代
表

す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
の
一
つ
、
Ｓ
ｋｙ
株
式
会
社
の
創
業

者
・
大
浦
淳
司
代
表
取
締
役
会
長
は
同
大
学
の
卒
業

生
で
、
同
社
は
学
内
施
設
「
プ
ラ
ザ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
」
と
「
Ｋ

１
０
１
講
義
室
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
取
得
し
、

キ
ャ
ン
パ
ス
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

教
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
ん
で
、
専

門
領
域
の
垣
根
を
越
え
て
議
論
を
重
ね
る
「K

Y
O
T
O
 

A
G
O
R
A

（
ア
ゴ
ラ
＝
広
場
）」
で
は
、
多
様
な
知
見

を
融
合
し
、
一
人
で
は
成
し
得
な
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
と
社
会
実
装
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
本
学
は
研
究
室
も
相
互
に
開
か
れ
、
学
生
た
ち
も

学
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
探
究
し
た
り
、
も
の
づ
く
り
に
打
ち

込
む
こ
と
が
好
き
な
人
、
ぜ
ひ
、
京
都
と
い
う
こ
の
素

晴
ら
し
い
地
で
最
高
の
仲
間
と
出
会
い
、
新
し
い
価
値

の
創
造
に
共
に
挑
み
ま
し
ょ
う
」
と
吉
本
学
長
は
皆
さ

ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

■ 国際的工科系大学の
　 3つの「×（かける）」
「ART×SCIENCE」：未来を拓く
夢・科学的空想・イノベーションのた
めの飛躍につながるARTの発想と、
緻密な分析に基づき、これに具体的形
を与えるSCIENCEを統合させ、新
価値の創造を目指す。
「LOCAL×GLOBAL」：質の高い
ものづくりと信用に支えられた
LOCALで培われた〈京都思考〉に基
づき、持続可能な世界的問題を解決す
るGLOBALな〈地球思考〉を併せ、
新価値の創造を目指す。
「TRADITION×INNOVATION」：
京都の歴史・文化TRADITIONへの
深い造詣・共存と、それを基盤として
磨かれた匠の技INNOVATIONを掛
け合わせ、他に追随のできない信用あ
る新価値の創造を目指す。

京都工芸繊維大学
〒606-8585　京都府京都市左京区松ヶ崎橋上町
総務企画課広報係　TEL 075-724-7016
https://www.kit.ac.jp/

吉
よしもと

本昌
まさひろ

広学長
1988年京都大学大学院工学研究科博士
後期課程修了。専門は半導体工学。京都大
学講師、京都工芸繊維大学教授、同大理事・
副学長などを経て2024年4月より現職。

伝統と革新性が交差する「京都思考」のもと
デザインシンキングや異分野融合で
世界の最前線に挑む国際的工科系大学

Kyoto Institute of Technology

京都工芸繊維大学

　1902年設立の京都高等工藝学校と1899年設立の京都蚕業講習所を源流
とし、127年に及ぶ歴史を持つ国立大学法人 京都工芸繊維大学。京都ならで
はの洗練された「匠のものづくり」と、革新的な創造的挑戦心を「京都思考
（KYOTO Thinking）」と名付け、国際的工科系大学にふさわしい先端的な
教育研究を展開しています。世界標準の工科系人材の育成を目指し、学部4年、
修士2年、博士3年の計9年間を3年ごとの3段階で体系化した「3×3プログ
ラム」をはじめ、充実の課題解決型授業（PBL）、海外インターンシップ、デ
ザインシンキングによる異分野融合の教育研究などを推進。産業界の第一線で
活躍する「TECH LEADER」を数多く世界に送り出しています。

大学HP

専門的知識・技術の確実な修得のための学部～修士の６年一貫教育＋博士３年

実質３年間の博士前期課程

学
部
１
年

学
部
２
年

学
部
３
年

（
修
士
０
年
）

学
部
４
年

修
士
１
年

修
士
２
年

博
士
３
年

博
士
２
年

博
士
１
年

主体的な研究活動と多様な経験を
通じた能力の向上
海外留学・インターンシップへの参加

大学院
科目の
先行履修

高い専門力の獲得
TECH LEADERの
基盤となる能力の修得

リーダー
シップ

個の確立

外国語
運用能力専門力

TECH LEADER
［育成する人材像］

理工系分野の世界標準を踏まえた工学系人材育成カリキュラム「3×3」PICK UP

学生フォーミュラやロボコンなどに教員と協力して挑戦
　主としてものづくり教育を目的に、学外でのイベントや出展に向け学生と教員が協力するプロジェク
トも盛んで、学生フォーミュラ日本大会では「Grandelfi no」が大会最多となる 7度の総合優勝を果たし

ており、2026 年度は ICV 部門において総合
2位、EV 部門において初出場総合 4位とい
う結果を残しています。ROBOCON 挑戦プ
ロジェクトチーム「ForteFibre」も NHK 学
生ロボコンの全国大会に通算 17 回出場を果
たし、2026 年度にはヤマハ発動機株式会社
特別賞を受賞しています。
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